
１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：北海道横断自動車道

釧路市 衆音別川橋上部工事
�２ 発 注 者：北海道開発局 釧路開発建設部
�３ 施 工 者：（株）横河ブリッジ・（株）楢崎製作

所 JV
�４ 工事場所：北海道釧路市音別町
�５ 工 期：平成２４年９月７日～

平成２６年１月２９日
本工事は、北海道横断自動車道本別 IC～白糠
IC間（図―１）の山間部に架かる衆音別川橋の施
工である。
本橋の橋梁形式は４径間連続鋼２主鈑桁橋（支
間割４９．５＋５０．０＋５０．０＋４９．５m）である。この路
線の完成により、道東地区の拠点釧路市、隣接す

る帯広市や中心都市札幌が高速道路で繋がり、産
業の発展や物流のスピードアップが期待される。
また、釧路空港とのアクセスにより、道東観光（釧
路湿原、阿寒湖、知床）も大いに期待されている。
本報告は、合成床版コンクリートの品質確保に
ついて留意した点を述べる。

２．現場における問題点

施工場所は、釧路市内より約６０㎞離れた山間部
に位置し、約２２㎞が未舗装の林道を通行する計画
であった。そのため架設（４００ｔ油圧）クレーン
や桁運搬に大変苦労した。
林道は見通しの悪い急カーブが多く、待避場は
あるが約５０分を要した。また、携帯電話は圏外の
ため、現地にパラボラアンテナ付衛星通信システ
ム（電話・ネット）を採用し各機関と連絡調整を
行った。但し、最大の問題点は、生コンの運搬で
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運搬が２時間を超える合成床版コンクリートの
打設について

４５
品質管理

図―１ 路線と施工場所
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あった。工場から現場まで約５０㎞離れており、運
搬時間は２時間程を必要とした。
コンクリート標準仕様書では、打設完了まで２
時間以内としており、運搬だけで規定をオーバー
する。さらに、中間支点上は床版上面に負曲げが
生じ引張力が発生する。対策として短繊維コンク
リートを使用するため、打設直前に短繊維を生コ
ン車に投入し攪拌する必要があり、遅れる要因と
なった。また、当社規定により耐凍害性の観点か
ら空気量を６％以上と規定しており、品質が確保
できるか不確定であった。
これらの要因により、床版コンクリート打設に
関する品質確保が大きな懸念事項となった。

３．工夫・改善点と適用結果

①工場出荷から打設完了まで２時間を超す可能
性があり発注者と協議のうえ、実車運搬による試
験練りを実施し品質確認後、施工することとした。
②生コン工場と綿密な打合せを行い、施工約２
か月前より、実車試験練りを開始した。
１回目は、スランプ設計８cmから１２cmに変
更し、空気量６％以上を確保できる配合とし試験
を実施した結果、空気量６．２％を確保したがスラ
ンプが６cmと規格値を下回った。
原因は、運搬時スランプロスを考慮し高性能
AE減水剤量を決定したが、工場との気温差が
９℃と大きかったことが、規格スランプを下回ら
せた原因と考えられた（表―１）。
２回目は、気温差によるスランプロスを考慮し
高性能AE減水剤量を決定した。結果は、到着時
スランプ、空気量ともに規格値を上回った。

原因は、高性能AE減水剤量を調整し、スラン
プロスを補正したが、空気量６．０％以上を確保す
るため、AE剤をそのまま使用した。よって、運
搬中、到着時の高速撹拌で空気を巻込み過ぎ、空
気量の減少を抑えたことが原因と考えられた。但
し、実施工は２時間を超す可能性があり、到着後
３０分のデータも確認した（表―２）。
２回の試験により、高性能AE減水剤量は把握
できた。但し、到着後空気量を規格範囲まで低減
できなかった原因がAE剤使用量であることが考
えられた。
３回目はAE剤量を調整し試験を実施した結果、
到着後、到着後３０分ともに全ての規格値を満足す
ることができた（表―３）。

４．おわりに

今回のような２時間を超える施工環境において
は、必ず実車試験練りを行い、性状確認を実施す
ることが必要である。また、早期に問題点を見つ

表―１ １回目の配合と試験練り結果

表―２ ２回目の試験練り結果

表―３ ３回目の試験練り結果

図―２ 床版完成写真
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け原因究明することで、床版コンクリートの品質
確保を可能とした。なお、試験後「床版コンクリー
ト品質管理フロー図」を作成し、現場、工場の品質
管理手順の周知徹底を図り、無事打設を終了した。
今回のような施工環境は自身も経験がなく、品
質確保のためいかに問題点を早期に洗い出し、実

験を重ね分析し、より良い方向に導く重要性、さ
らに実践するための準備や現場体制の大切さを改
めて認識できた。
最後に、ご指導いただいた発注者の方々および
無事に無事故で完了した関係各位に感謝の意を表
します。
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